
2024/12/9

1

I
C
T
利
活
用
授
業

ICT利活用授業4つの視点

ICT利活用授業研究推進校＆プログラミング教育研究推進校
これからの時代に求められる の育成

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

• クラウドサービス、一人
1台端末の利活⽤

• 授業互⾒、研究授業、
研修会等

• 運⽤ルールの徹底

 生徒、教員、保護者
（アンケート）

• 快適なICT環境整備

知
る

使
う

振
り
返
る

整
え
る

プログラミング教育4つの視点 抽
象
化

順
序
化

最
適
化

一
般
化

SAGAmihara SHIROyamaFour-by-Four

• 抽象化する。

• 物事を分解し、やる
べきことを順序⽴て
て考える。

• ベストな方法かどう
かを分析・評価する。

• 方法をほかに置き
換えて一般化する。

収集 整理・⽐較
発信・伝達 保存・共有

基本的な操作
プログラミング的思考
モラル セキュリティ 統計

情報活用能⼒
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(高等学校DX加速化推進事業) 神奈川県⽴ 高等学校

SAGAmihara SHIROyamaFour-by-Four
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る
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う

振
り
返
る
整
え
る
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序
化
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プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

収集 整理・⽐較

発信・伝達 保存・共有

基本的な操作

プログラミング的思考
モラル セキュリティ 統計

情報活用能⼒

ICT利活用
研究の目的

プログラミング教育
プログラミング教育４つの視

点を踏まえ、論理的思考⼒
を身に付けるための学習活

動を推進する。

ICTを利活⽤した相模原城
山らしい授業を研究し、生徒
の情報活⽤能⼒の育成を推
進するとともに、その実践や
活⽤を広く情報発信する。
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背景
城 山(学年制・普通科)

H25〜R3︓ICT利活用授業
相模原総合(単位制・総合学科)

H28〜R3︓プログラミング教育

R5 再編・統合

両校の情報教育の取り組み

相模原城山(単位制・普通科)
R4〜R6︓ICT利活用授業・プログラミング教育

これからの時代に求められる の育成

取組内容 ICT利活用

知
る

使
う

振
り
返
る

整
え
る

• 教員相互で授業を⾒学する(授業互⾒)

• 職員会議後プチ研修

• Google・ロイロノート等
• 教員︓chromebook・ipad
• 生徒︓スマホ・1人1台端末
• 生徒による授業評価等(7・12月)

• 教員向けアンケート(5・11月)

• 保護者向けアンケート(7・12月）

• 教員⽤ipadの整備
• アクセスポイント全教室整備
• プロジェクタ・大型TV・AppleTV等の整備
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取組内容 ICT利活用 知る・使う

実施後の教員アンケートのコメント（抜粋）
グループ活動を行う際に、どうしたら生徒がより考え
られるのか、自分や他人の意見を広げられるのかを考
えていくきっかけになった。今後ジグソー活動を行っ
てみたいと思う。
生徒が主体的に考え対話的に問題解決に向かえる「ジ
グソー法」について、教員自身が実習を交えながら理
解を深めた。

実施後の教員アンケートのコメント（抜粋）
研修の内容がとてもわかりやすかったです。ロイロでア
イデア、Google で文章化という最後のまとめも秀逸で
した。また、ロイロを授業ツールとしてだけではなく、
掲示物や文化祭企画など学級経営に生かせることも、言
われてみてなるほどと思いました。大変勉強になりまし
た。

20240905
第2回ICT利活用研修
参加人数︓37名
内容︓ロイロノート

授業での実践的な事例

20240826
プログラミング教育推進のための講演会
参加人数︓50名
内容︓論理的思考⼒定着のための

プログラミング教育について

取組内容 ICT利活用 知る・使う
20241113公開研究授業

【講評】
• ICT 利活⽤授業研究とプログラミング教育研究推進

が良い形で進んでいる。
• 人がどのようなプロセスで学んでいくかという視点から、

授業づくりを進めていくとよい。
• 探究的な学び（わからないがわかるようになる体験）

を通じて、いかにICTを活⽤していくことが大切である。

【全般を通して】
• 学校外から15 名近く参加いただき、研究協議では充実した時

間となった。
• ICT 機器やロイロノート等の活⽤方法について有意義な情報

交換ができた。
• プログラミング教育の視点をもった授業展開を実施する良い機

会となった。
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知る︓ノウハウの共有 〜授業互⾒〜
6月・11月公開研究授業︓教員相互で授業を⾒学する形(授業互⾒)
教員相互で1授業10分以上、最低1回、授業を参観
良かった点、参考になった点などの感想を365Formsにて回答

授
業
者

参
観
者

授業
を

する

授業
を

⾒る

⽴ち話
で

共有

工夫点
良かった点

感想
等

Web
ｱﾝｹｰﾄ
回答

ノウハウの
共有

参観結果を
まとめ周知

本校HPに掲載

教科内に限らず、授業担当者間で意⾒交換
を⾏う中で、互いの授業への取り組み方や狙
いを共有できた。特に、「ICT を活用した授
業が多く、やり方も様々な形があり、とても
参考になった。」という声もあった。

使う︓Google Workspace とロイロノートの⽐較1
項目 詳細 Google (Classroom) ロイロ

Googleアカウント連携 googleアカウントを紐づけ可能
資料配信 できる(方法は様々) できる(アプリ上で簡単に)

課題

配信予約 できる(時間が数分ズレる︖) できない(課題を作成時点で課題配信)
課題回収 できる(アップにエラーがでることも) できる

採点
(ルーブリック評価) できる

(画面上で採点でき、結果が蓄積される)
できない
(提出された画面を⾒ながら、アナログ採点)

音読、発表の
録音・録画 できる できる（アプリ上で簡単に）

意⾒集約
アンケート作成 できる(フォーム) できる

結果表示 できる できる
(タイル形式で⾒せれる→個人の意⾒を全体で共有できる)

スライド
作成

スマホで 「スライド」アプリあれば・・・限りなくできない できる(直感的で相性抜群)
chromebookで できる できる(タッチパネルの性能が良い端末)

それぞれに良さがあり、それぞれを補完している
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使う︓ Google Workspace とロイロノートの⽐較2

ロイロ
ノート

共有ノート 手書き 画面配信
複数の生徒が１つの画面を共
同編集、相互参照できる。

ペン等を使い、手書きができる。 教員の手元にある資料や課題
を、生徒端末にリアルタイムに表
示できる。

Google

共有をかけて共同編集 Jamboard（2024/12/31で終了） Meetを使い、画面共有を
する。

Jamboardの代わりはロイロが良い︕

使う︓Google Workspace 情報活用能⼒の育成
ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ ｽﾌﾟﾚｯﾄｼｰﾄ ｽﾗｲﾄﾞ

主な
活⽤
場面

Classroomを通じて
課題として、配信
➡ルーブリック評価

例

ワークシー
ト（穴埋
め)として
使う。
動画を⾒
て、内容を
まとめる。

データを集
計し、まと
める。
振り返りを
まとめる。
（積み上
げ式）

調べた内
容をまとめ
る。
共同で編
集する。

生徒が提出した課題 ルーブリック評価

評価結果をｽﾌﾟﾚｯﾄｼｰﾄ
(ｴｸｾﾙ)で出⼒可能
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使う︓Google Workspace 情報活用能⼒の育成
ﾌｫｰﾑ ｻｲﾄ YouTube

主な
活⽤
場面

振り返り 情報
共有

授業
動画

例

小テストの
解答確認
等
発表の相
互評価
※glｱｶｳﾝﾄでﾛ
ｸﾞｲﾝした状態
で解答させる。

学年の
webサイト
を作り、配
付物等を
掲載。
授業スライ
ドをまとめ
て掲載。

反転授業
復習に活
⽤

「テストにする」

解答・配点を設定

解答は画像で挿入

サイトによる
情報共有

Googleフォームの活⽤

Googleサイトの活⽤

振り返る

教員向けアンケートから
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⽂科省実施
教育の情報化の
実態等に関する調査

【教員の ICT 活用指導⼒等の実態】
児童生徒に互いの意⾒・考え方・作品などを共有させたり，⽐較検討させたりするために，コンピュータや提⽰装置などを活用して児童生徒の意⾒などを効果的に提⽰する。 （B2)

できる
＋

やや
できる

２０２２

27％
＋

43％

||
70%

74.3％

２０２3

30％
＋

53％

||
83%

77.0%

２０２4

39％
＋

46％

||
85%

3年間を通じて向上し、全国の結果より高い。

振り返る

生徒向けアンケートから
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県教委実施
魅⼒・特⾊アンケート

そう思う
＋

どちらかといえば
そう思う

【中学校のときと⽐べて、思考⼒・判断⼒・表現⼒をたかめることができたか】
高校生活において、課題の発⾒と解決に向けて主体的に考えたり、発表しあうなどの協働的な学習活動を⾏うことによって、中学生の時よりも思考⼒・判断⼒・表現⼒を高めることができたと思いますか。

２０２２

57.5％
＋

36.8％
||

94.3%

87.8％

２０２3

52.9％
＋

39.8％
||

93.9%

90.2％

２０２4

39.0％
＋

49.6％
||

88.6%

大きな変化はないが、高い割合であり、全県の結果より高い

2/3

時と場合による

板書
ICT

ICTの授業と板書の授業では、どちらの方が学習しやすいですか。 3/3
２０２２

35.3％

12.7％

41.6%

２０２3

32％

12.3％

45.6%

２０２4

30.0％

44.6％

44.6%

「時と場合による」➡授業のどの場面でICTを利活用すると効果的︖
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振り返る

保護者向けアンケートから

ICT利活用授業についてご意⾒・ご感想をお聞かせください。（抜粋）1/2

• せっかく買ったパソコン・タブレットなので全授業で活
用出来る様にして欲しいです。スマホだけでも対応
出来るなら パソコン等を買わせる事はしなくていいの
ではないかと思います。

県教委から具体的な活用方法につ
いてアイデアの提⽰があると助かる

厳しい財政状況だが、県が
少しでも補助してくれるとよい

有効活⽤できているとは思えないです。この利用頻度
で各家庭の負担でPCを用意させる必要があったの
か、改めて熟考ください。明確な計画が無く、お試しで
やるのであれば学校側で⽤意するべきだと思います。

➡一人1台端末の活用の職員研修等の充実を
図り、端末を活用する頻度を上げる。

➡費用負担の問題
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ICT利活用授業についてご意⾒・ご感想をお聞かせください。（抜粋）2/2

• せっかく1人1台あるのでたくさん活⽤して欲しいです。今はまだ始めたばかり
で成果がわかりにくいですが、卒業する頃には成果を実感出来る成⻑を
期待したいです。

• ICT による連絡や課題はとても円滑だと思います。一方で ICT 頼み過
ぎると筆記⼒と記憶⼒の低下を懸念しています。

取組内容 ICT利活用 整える
すべてのHR教室へ
UD⿊板 ﾏｸﾞﾈｯﾄｽｸﾘｰﾝ(72型)
大型TV ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ AppleTV
BDﾌﾟﾚｲﾔｰ ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄchromecast

ICT利活用室の整備

UDﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ AppleTV
天吊りﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ

選択教室
天吊りｽｸﾘーﾝ

AppleTV
天吊りﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ

新校開校に伴い、
ICT環境は格段に向上

県教委が今年度よりHR教室へ75インチ電⼦⿊板を県⽴学校へ配備（本校は次年度）
どうやって配置するかが課題（教壇にはのらない）
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⾒通しをもって
物事に取り組む

問
題
発
⾒

プログラミング的思考 問
題
の
解
決

取組内容 プログラミング教育（1/3）

目標︓プログラミング的思考⼒の定着

プログラミングができるだけでなく、
プログラミング的思考で物事を捉える

目玉焼き

混ぜない

取組内容 プログラミング教育（2/3）

⾒通しをもって「たまご」料理を作る場合�

割る

たまごたまご料理
誰でも同じ

「たまご焼きをつ
くる」
↓

作り方の手順
(レシピ)
をつくる。

「ゆでたまご」のゆで時間

半熟で作る・・・６分
固めで作る・・・10分

分析して好みの
「ゆでたまご」を作る

目玉
焼き

ゆで
たまご

たまご
焼き

具体化

混ぜる

たまご焼き

焼く
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取組内容 プログラミング教育（3/3）

テーマ、目標、今日の予定を板書
→授業に⾒通しをつける→プログラミング的思考

整備内容（仮）
①情報Ⅱの学習内容充実

・ノートPC等の調達
・学習用ドローンプログラミング

②「ものづくりラボ」の設置
・３Dプリンタの増設、

動画編集、eスポーツ用PCの配置
・授業や放課後に誰でも利用できる部屋

(高等学校DX加速化推進事業)
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情報発信

HP上に
【ICT&プロ】SAGASHIRO

トピックスを開設

成果と課題
【成果】
• 授業互⾒を通じて、互いの授
業への取り組み方が共有でき、
ICT利活⽤への意識が⾼まった。

• 職員会議後のプチ研修、外部
講師による研修を通じて、通常
でのICT利活⽤が⾼まった。

• 少しずつであるが、プログラミング
的思考（⾒通しをもった）を
意識した授業が展開されている。

【課題】
• 授業を中心とした教育活動を通
して組織的な情報活⽤能⼒の育
成

• 1人1台端末、クラウドサービスを
使う・使わない授業

→少しでも効果的に使う体制づくり
• 端末の充電をどうするか︖
• プログラミング教育の視点を意識
した、⾒通しをもった学習活動の
強化



2024/12/9

15

ICT利活用
今後の展望 これからの時代に求められる の育成

プログラミング教育
抽象化、順序化、最適化、

一般化の視点を意識した⾒
通しをもった授業づくりの推進

相模原城山らしい、クラウド
サービス（google・ロイロノート等）,
１人１台端末の効果的な
利活⽤の推進


